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【夏休み始まる！】 

７月１９日（金）に１学期の終業式を行いました。 

子どもたちは、夏休みをとても楽しみにしているようです。大人にとっては、大変なことも

多いと思います。しかし、夏休みにしか経験できないこともたくさんあります。家族でお

出かけをしたり、親せきの家に行ったりと普段の学校生活ではできないことを経験し、

思い出をたくさん作ってほしいと願っています。 

  最近、全国的にコロナ感染が増大しています。本校でもちらほらと出ているのが現状

ですが、報道では第１１派ともいわれています。重症化する可能性はこれまでと同じと

のことです。引き続き普段の手洗い、三密を避ける等感染対策をお願いいたします。 

  さて、２学期の始業式は、９月２日（月）です。皆さんが元気に登校し、思い出話をし

てくれることを楽しみにしています。 

 

【外部講師による講話】 

１ 「スマホ・インターネット問題からいじめ予防対策」（スクールロイヤー） 

２ 「水俣病学習会」（一般財団法人相思社） 

  

７月に学校外から講師として来校いただき、主に高等部

（１は中学部３年生含）生徒向けに話をしていただきまし

た。 

 １については、SNS を使って悪ふざけのつもりで投稿した

ことが裁判に発展し、賠償金を数千万円支払うことになった事例を紹介していただくな

ど、身近な問題を取り上げていただきました。 また、印象的だったのは、いじめたつもり

はなくても、相手が「いやだ」と感じたら、それはいじめになるということや、場合によって

はプライバシーの侵害、名誉棄損などの訴訟事件となりうること。犯罪となった場合は

刑事事件となることもあるとのことでした。法律の世界では、人のことを悪く言うのは違

法だそうです。とにかく、困ったことは、近くの大人に相談することをすすめられました。お

子様の中には、スマホやタブレット等の通信機器をお持ちの方も多いと思います。夏休

みに親子で話し合う機会をぜひ作っていただきたいと思います。 

 

２については、高等部３年生に講話とワークショップを行っていただきました。 

生徒たちは、１９６０年代当時の写真から、どのような場面であるか、どのような暮ら

しをされたのかを話し合いました。その後、自分たちの手で差別や偏見をなくし、環境を

改善していくなど、考えをまとめ発表することができました。 

共に支えあい、助け合える社会を作っていきたいと私自身が改めて感じました。 


